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 まず初めに取り組んだのが、３つの⼩学校と１つの
中学校を⼀つのチームにまとめるということです。
「中仙教」という組織として意識的に⼀つになってい
たものを物理的に⼀つのチームに組み込むことでより
俊敏な、業務を共有するプラットフォームにすること
ができました。
 主に授業改善に関わることは研究部チーム、校務の
改善については、教務、教頭チームで、ジタルシチズ
ンシップ教育に関するものは児童会、⽣徒会チームと
⼤きく３つに分けて実践を重ねていきました。

１

今後もっと繋がるために
各校のそれぞれの取り組みの⾒える化
題材や単元などの教材を共有
⼦供たち同⼠の関わりや成果物の披露
各種講演などの録画、保護者との共有



中仙教DX 研究部がつながる

　　数学科がタッグを組んで
　　Qubena活用に取り組む

・授業を⾒合う会をリモートで繋ぐ
・指導案を共有してみんなで活⽤する
・地域の全職員のTeamを作成しました

家庭学習での課題配布に留まらず、授業
内でQubena（キュビナ）を活⽤したり、
基礎テスト※をQubenaで⾏うなど、積極
的にAIドリルを活⽤しました。
CBT化※に向けた取り組みでもありま
す。

※基礎テスト
朝の15分程度の時間で⾏う基礎的な学習内容を確認するテスト（国・数・英）
※CBT化
「Computer�Based�Testing(コンピュータ�ベースド�テスティング)」の略称で、
コンピュータを使った試験⽅式のこと。

数学科の教育専⾨監
を中⼼にして授業等で
ICT活⽤に取り組みま
した。



中仙教（地域の研究団体）をDX・授業研究会（授業を⾒合う会）をリモート
・指導案等をクラウド管理
・リモートの合同研修会

研究会・研修会



 授業を⾒合う会は、これまで対⾯にして⼩中合同で実施
してきましたが、なかなか時間調整が難しく、⾒に⾏きた
くも⾒に⾏けないという声が多くありました。そこで、中
仙教DXとして授業をリモートで配信、指導案等もクラウド
に保存し、いつでも誰でもどこでも⾒られるようにしまし
た。全てがリモートになる訳ではなく、対⾯での授業研究
は多くの気づきがあるので平⾏して続けていく予定です。
若⼿教員のためにも、指導案や教材などをクラウドにアッ
プし、同じ地区の同じ学年の⼦どもたちがどのような学び
をしているのか⾒える化することで授業⼒アップにもつな
げていけるのでないかと考えています。

中仙教（地域の研究団体）をDX



 ３⼩学校と１中学校のDX担当者が各校の実践などを話し合う
担当者会議をリモートで⾏いました。
 「みんなでやってみる！」を合い⾔葉に、
「こんなアプリあるよ！」「こんな実践もあるよ！」
「夏休み、みんなで取り組める課題をつくろうか？」などと、
⽉に2回ほどのペースで開催しました。
 本事業の進め⽅やアプリ等の情報提供の他、共通で実践する
取組など、気軽に話し合う形で⾏いました。
 気軽に集まって話ができるというのも⾮常に⼤切なことだと
感じました。

中仙教（地域の研究団体）をDX

リモートによる担当者会議の開催



⼩学校協⼒校との実践

 3⼩学校では、6年⽣の学年部会
をつくり、教材研究を進めまし
た。外国語活動では、3校の児童
の発表動画を交流しながら学習を
進めていました。
 こうしたつながりが理想形でもあ
ります。各学年部で教材をシェア
し、職員の働き⽅改⾰につなげた
り、若⼿育成にもつながるものと思
います。
 最終的に⼀つの中学校に進学して
くることも考え、このような交流を
しておくことは中１ギャップの解消
にもつながると考えています。

地区の３小学校・学年部会をつくる



 LDXアドバイザーの菅原弘⼀先⽣（宮教⼤特任教授）を
お招きして、地域全体での研修を⾏いました。参集して参
加する⽅と、リモートで参加する⽅、ハイブリッド型で研
修を⾏いました。

 今後もこのような研修会や講演会などは地域全体のチー
ムで共有し、職員がいつでも⾒られるようにしていくつも
りです。

 また、⽣徒向けの講演会等も⼩中の⼦どもたちのチーム
で録画し、保護者が⼦どものタブレットで⾒られるように
対応していこうと考えています。

中仙教（地域の研究団体）をDX

研修会をDX　part.1



中仙教（地域の研究団体）をDX 研修会をDX　part.1

 学校DX戦略アドバイザーの先⽣を招いて⾏った研修会の様⼦です。対⾯とリモートのハイブリッド型の研修
で、クラウド上で意⾒の出し合いや練り合いも試みました。
 本地区の教職員が⼀堂に会して研修をするのは初めてでしたが、このようにハイブリッドにすることで開催
しやすくなったと思います。また、研修の過程や書き出した内容もデータとして残り、振り返ることもできき
ます。地⽅にある学校間連携のモデルとしても期待できるのではないでしょうか。

対面とリモートのハイブリッド

クラウド上での意見の練り合い



 夏に視察で伺った東京学芸⼤学附属⼩⾦井⼩学校の鈴⽊
秀樹教諭、佐藤牧⼦養護教諭をお招きして講演会&研修会
を⾏いました。本地区の研修でしたが、規模を拡⼤し⼤仙
市内の学校全体に告知し開催しました。
 ⼤仙市教育委員会教育研究所のTeamからライブ配信と
オンデマンド視聴を⾏いました。市内の学校が繋がってい
るからこそできる研修会となりました。
 他教科の研修会や講演会等もオンデマンド視聴できるも
のは積極的にこのTeamを活⽤できると有益だと感じまし
た。（著作権や肖像権等の課題をクリアする必要あり）

中仙教（地域の研究団体）をDX

研修会をDX　part.2



中仙教（地域の研究団体）をDX 研修会をDX　part.2

 講演の内容は、「ICTを活⽤してインクルーシ
ブ教育の充実について」と題して、⼦どもを主語
にした授業作りを考えていくと⾃然とICTを使っ
ていくことになるというもの。困難を抱える⼦ど
もにどのように⽀援していくべきか、すべて⼀律
に指導するのではなく、⼦ども⼀⼈⼀⼈に寄り添
った指導をする（side�by�side）考え⽅とICTは⾮
常に親和性が⾼く、今後の授業の在り⽅を考える
上で⼤変参考になりました。
 また、⽣成系AIの活⽤については、⽂部科学省
から暫定的なガイドラインは出ていますが、まず
は⼤⼈がどのように使っていくかを⼦どもに⾒せ
ることが⼤切だというお話をいただきました。

インクルーシブの視点とAIについて



中仙教（地域の研究団体）をDX・各教科でのICT活⽤例
・振り返りでの活⽤例
・個別最適な学習について

教科・授業



⽥中真⼆朗先⽣の場合

 結果として残る作品も⼤切で
すが、学びの過程はもっと⼤切
なので、１時間ごとに
Powerpointでまとめ、⾃分で学
習の計画も⽴てさせました。最
終的には、８時間分の⾃⾝の振
り返りをまとめ、2分程度でプレ
ゼンしました。
 デジタル版のポートフォリオ
として、評価する際にもや役⽴
ちますし、⼦ども⾃⾝が学びを
俯瞰して振り返ることができま
す。

美術科　　
Powerpoint

写真・動画を⽤いた振り返り「デジタルポートフォリオ」



⽥中真⼆朗先⽣の場合

 １時間ごとの授業の振り返り
を共有し、⾃らの学びを俯瞰す
るとともに、学びを⾃⼰調整す
る⼒を⾼めたいと考え、Padlet
というアプリを使いました。１
時間ごとの振り返りを写真、動
画とともに記録してコメントを
⼊れ、掲⽰板に貼り付けるとい
った感じで使っています。他者
参照できる上に、⼦ども同⼠で
コメントを⼊れることもできま
す。他者の振り返りを⾒ること
でより深い振り返りになると感
じています。

Padlet
美術科　　
写真・動画を⽤いた振り返り 他者参照の有効性



伊藤蓮先⽣の場合

陸上競技の振り返りシート
（MetaMoJi�ClassRoom※)
 体育科ならではの取組として、動画
を振り返りに⽤いています。ビジュア
ル的にも変化が分かりやすく、これま
での⾃分の⼯夫点や成⻑が⾒て分かる
ので、さらに⾃分を⾼める意欲にもつ
ながると思います。評価する際にも有
効です。

体育科　　

※MetaMoJi�ClassRoomは、シンプルなノート機能から、⾼度な協働
学習まで幅広く柔軟に対応できるリアルタイム授業⽀援アプリ （⼤
仙市内の⼩中学校で導⼊されている）

MetaMoJi�ClassRoom動画を⽤いた振り返り

https://apps.microsoft.com/detail/9NBLGGGZLVGB?hl=ja-jp&gl=JP


湊智雅先⽣の場合

 社会科の振り返りシートを試⾏錯誤しました。まとめも振り
返りも１枚で完結するシートで構成するように作成しました。
社会科でも地理と歴史で振り返りのシートの形式は違います。
今年度はこのようにしてまとめさせましたが、次年度はもう少
し改良を重ねて取り組んでみようと考えています。
 ⼤単元を貫く学習課題も意識させながらも単元で何を学んだ
かをしっかりと振り返ることができたと思います。

社会科　　
まとめと振り返りを⼀緒に MetaMoJi�ClassRoom



 4⽉の社会科の授業⾵景（写真上）です。授業の中に個別最適な学び
をどのように位置付けるのか、⽇々考え実践を⾏なってきました。知
識を教え込むというスタイルから、⽣徒⾃⾝が好きなタイミングで情
報にアクセスし、多様な情報源を基にして協働的に課題に向かってい
く姿になるための授業を⽬指して授業改善を⾏ってきました。夏休み
以降の授業⾵景（写真中、下）です。Webページや教科書、資料集な
ど多様なリソースにアクセスし情報を⾒つけ、⾃分の考えを伝え合
い、練り上げていく姿へと変わってきました。

 他の教科でも、初めは「教師の指⽰でタブレット端末を使わせ
る」という状態でしたが、次第に⽣徒⾃⾝の好きなタイミングで
タブレット端末を使⽤するようになってきています。Teamsで配
信された情報や協働編集したエクセルデータなど、⽣徒にとって
必要な情報にアクセスする習慣が⾝に付いてきています。

社会科　　
授業スタイルの変化

湊智雅先⽣の場合



三浦誠先⽣の場合

 Qubena※（キュビナ）
を授業内で活⽤していま
す。⽣徒個々のつまづきを
⾒とる際に有効活⽤してい
ます。⾃動採点ですので、
負担感もなく、その時間を
他の⽣徒の指導に費やすこ
とができます。

　授業内でのQubena活用・基礎テストをQubenaに

数学科 教育専⾨監数学科　　

※Qubenaは、AIを搭載し⽣徒⼀⼈ひとりの学
習中の計算過程や解答を分析することでつまず
く原因となっているポイントを特定し、その⽣
徒が解くべき問題へと⾃動的に誘導し効果的で
効率的な学習を実現するアダプティブラーニン
グ教材。



三浦誠先⽣の場合数学科　　



・これまで各⼩学校のある地域をフィールドに展開してきた
総合的な学習の時間。各⼩学校の年間指導計画を集め、統合してみたり、ア
ウトプットの⽅法について検討したりと、より系統的に学びが展開できるよ
うに現在取り組んでいます。

その他、取り組んだこと

この他にも様々な点で「共有」や「協働」が可能になって
くると思われます。その可能性についても今後、つながり
ながら、活⽤しながら模索し、⾏動に移していきたいと思
います。



⼀番に考えなければいけないのは、

・何のために、「ICT」を使うのか？
・どんなねらいのために「ICT」を使うのか？
・「ICT」を使った結果、どんな効果があるのか、または
                 ⼒が⾝につくのか？

時間短縮？共有化？価値づけ？
知識の定着？思考の深まり？表現⼒育成？

「使うことを⽬的に」して、⽇常的に活⽤が進んできたら考えること

授業において

「⼦どもが主語の授業になっているか？」



今までの当たり前を疑う

ICTの活⽤・・・・＞授業観の変⾰に⾏き着く

side�by�side
インクルーシブ教育の視点から考えてみる個別最適化

教員が全体に対して⼀⻫に指導内容を話し、同じペース・同じ教材・指⽰された同じタイミングで話しあいなが
ら⼦供達が学ぶという当たり前の学校⾵景でした。GIGAスクールで⼀⼈⼀台タブレットを得た今、こうした「共
時性」の学校社会から⼦どもたちを解放し、もっと⾃分に合ったペース・環境で学び、⾃然なタイミングで協働
しながら学ぶ授業を作っていけるのではないか・・・と思います。

LDXを受けて感じたこと



・徹底した効率性
   ワンアクションをリンクさせる

 職員への意識づけも兼ねて、リ
ーディングDXへの理解を深めるよ
う毎⽉校⻑から発信しています。

 年間数千枚の紙を節約するために、職員会議資料
は全てデータ化して、職員チームに配信。紙媒体が
欲しい⼈は各⾃で印刷することにしました。

 職員間の連絡事項を⼀⻫、グループ、個
⼈などチャットやチームへの投稿で⾏なっ
ています。地区の教頭部会などもチャット
グループを作成して情報共有しています。

意識づけ・発信

情報共有とグループ化

紙からデータへ

校
⻑
先
⽣

教
頭
先
⽣

教
務
主
任



校務をDX
・職員会議をDX
・⽣徒の出⽋管理をDX
・各種報告、申請をDX
・地域課題（熊の出没情報）をDX



佐々⽊教頭の場合
クラウドを活用したリアルタイムの
クマ目撃情報の共有と注意喚起

 PTA主催の講演会にICT関連企業の⽅を招き、⽣徒、保護
者、教員でGoogle�Mapsを使った研修を⾏いました。
 当初は、通学路の危険箇所をGoogle�Mapsに反映させ、
情報を共有しましたが、この機能を活⽤し、⼭間部特有の
課題である熊被害の防⽌対策としてリアルタイムで⽬撃情
報を共有し、注意喚起を⾏うシステムをとりました。学校
に寄せられた情報は教頭がすぐにアップロードして、保護
者連絡メールにリンク先を添付、⽣徒⽤のチームに流すよ
うにして、随時、最新の出没箇所を確認できるようにしま
した。
 こうした危険箇所や注意情報、地域住⺠からの連絡な
ど、視覚的に分かりやすくするため、また情報の蓄積の⽬
的も含め、クラウドを活⽤して整理することの有⽤性を感
じました。⽣徒が学校⽣活の中で「このような活⽤もでき
る」という経験を重ねることでさらに発展した活⽤法を⾒
い出すことを期待しています。



佐々⽊教頭の場合クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel



佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel



佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

クラウド活⽤による
共同編集のメリット
・情報共有に対し
て、連絡が不要。⽤
紙の節約。
・⼆重⼊⼒、転記ミ
スの防⽌。複数の⽬
によるミスの発⾒
・教育計画作成・服
務管理・各分掌業務
の⽴案、外部機関と
の連絡・予約を迅速
化・効率化

Forms Excel



佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel



佐々⽊教頭の場合

クラウドを活用した業務プロセスの
改善と連絡業務・小中連携の効率化

Forms Excel

� 学校⽣活に関する
アンケート（いじめ
等に関するもの）の
他に、毎朝、相談し
たいことがあるかど
うかにチェックをし
てもらい問題が⼤き
くなる前に相談にの
る体制をとっていま
す。相談がある場合
は、担任に通知がい
き即対応することに
しています。



佐々⽊教頭の場合

クラウドの利点を生かした業務プロセス
の改善・連絡業務の効率化と経費節減

Forms Excel



生徒会と児童会をつなぐ

ICT専門の委員を選出し、
　　　　　活動を活発化させる

委員会活動DX�情報はデジタルで共有
⽣徒総会をペーパーレス化、委員会
活動も委員会ごとのTeamで情報共有

・ICT朝活の企画や、情報モラル集会の企画など
 ルール作りや可能性の紹介などバランスを考え
 て企画している
・デジタルシチズンシップ教育の推進

地域の小中合同でネット利用を考える取組

・定期テスト前の時期に⼩中合同でネット利⽤の時間を
⾃分で設定し制限をかける取組を⾏い、保護者にも協⼒
してもらいました。

⽣
徒
会
担
当

委
員
会
担
当

澁
江
養
護
教
諭



委員会をDX
・専⾨委員会をDX
・ICT専⾨の委員会設⽴
・タイピングの他、デジタルシチズンシップ教育の推進
・ネット利⽤のルールを⾃分で決め、取り組む



⽣徒会執⾏部の場合

 中学校の⽣徒会活動と⼩学校の児童会活
動をつなぐ⽬的で取り組んでいます。

 中学校が主導する地域貢献活動（コスモ
スプロジェクト）を地区にある３つの⼩学
校の６年⽣に説明しています。今後はそれ
ぞれの活動を紹介し合い、地域の良さを共
有します。

 また、全⼩中でリモート会議を⾏い、な
かせんネットチャレンジというネット利
⽤、メディアバランスに関するルールの策
定を⾏いました。

小中学校連携
コスモスプロジェクト



報道委員会ICT部⾨の場合

 毎週⽊曜⽇は、「ICT朝活」と称して
全校⽣徒がICTに関わる活動に取り組ん
でいます。
 初めはタイピングスキルの向上を⽬的
として⾏なっていましたが、より情報活
⽤スキルを⾼めるために、ショートカッ
トキー講座やデジタルシチズンシップ講
座など、ICT担当⽣徒が企画し、全校⽣
徒向けに発信しています。

 地区の⼩学校でもタイピングスキルの
特設の時間を設け、スキルアップに取り
組んでいます。

ICT朝活　始めました
タイピングスキル向上の時間



報道委員会ICT部⾨の場合

 ⽇々のタイピングスキル向上を
⽬的にした朝活の成果を⾒るため
に、タイピングコンテストを企画
しています。校内の代表選⼿を決
めた後は、他校の代表選⼿と戦う
という、eスポーツのような感覚
で朝活をしています。
 これがやる気となり、休み時間
もタイピングを頑張る⽣徒がいま
す。

ICT朝活　始めました
タイピングコンテスト

学校対抗の交流戦を実施



報道委員会ICT部⾨の場合

 ICT朝活の様⼦。ショートカッ
トキーをマスターする⽬的で、最
初は講義型、その後、グループで
KAHOOTを使ってクイズ形式で学
びました。みんな楽しんで学んで
いました。こうしたゲーミフィケ
ーション的な要素をもっと取り⼊
れて楽しく朝活していこうと考え
ています。
 タイピングスキルはすでに⾼ま
っているので、情報の編集や発信
に特化したスキル向上に取り組ん
でいきたいと考えています。

ICT朝活　始めました
ショートカットキーをマスターせよ！



報道委員会ICT部⾨の場合
ICT朝活　始めました

デジタルシチズンシップ教育

NHKforschoolより

 フェイクニュースを⾒破るポイントや写真から個⼈
情報を探す活動など、様々なアプローチからデジタル
シチズンシップ教育を進めていく予定です。
 また、動画サイト等を積極的に活⽤し、朝活の時間
に⽣徒に考えさせるような活動を⾏っていく予定で
す。NHKforSchoolを積極的に活⽤しながら、朝の短
時間でも学びが多く、楽しみながら学べる時間にして
いきます。
 内容は、ICT担当の⽣徒が選び配信しています。



養護教諭の場合
中仙地域の小学校と連携して
ネット利用に関する意識改革

 ⽣徒会の保健委員会を主導に地域の⼩学⽣や中学⽣
のネット利⽤の意識を⾼める取組を⾏いました。
「なかせんネットチャレンジ」というもので、中学⽣
が主体となってルールを話し合い設定し、地域の児童
会とリモート会議を⾏いながらネット利⽤の実態や各
校での取組などを話し合いました。
保護者にも協⼒してもらいながら現在も取り組んでい
ます。⽣徒、保護者にアンケートをとり検証していま
す。（左図）デジタルシチズンシップ教育をより推進
していく予定です。



アドバイザー
からの助言を受けて



小・中の授業を見ていて
かなり使えている方である

菅原アドバイザーより

振り返りについて
質を上げていくべき

デジタルポートフォリオとしての振り
返り ICTの活⽤により相互参照でき
る→さらに深い振り返りになる。
さらに視点を明確に持たせる、⾒通し
を持たせることで質の⾼い振り返りに
なるのでは？

⼦どもの姿からは、⽣徒⼀⼈ひとりが使え
るようになっている。これまでの取り組み
を続けていくべき。

持続可能で子どもの次
の意欲になる振り返り

これまでの授業を立ち止
まって考える必要あり

生徒の選択や判断の
機会を増やす

⾃分で決めること、⾃分で選んで
やる、⾃⼰決定の機会が増えるこ
とで、より主体的になっていく。
そうした場⾯を意図的につくって
いく。

GIGAによって「こども主体」に変革していく 

教える授業
↓

子どもが考える授業



⾃⽴した⼦ども�→�⾃治的に⽣活する集団

目指す子どもの姿

⾃分で⾃分のことを決める、そして⾏動に移す
⾃分が属する組織や集団をよりよい⽅向になる
ように意⾒を出し合い、仲間と協働して変⾰していく⼈

⾃⽴した⼦どもとは？

活気に満ちた学校へ・・・



①学級や⽣徒会
学級活動や⽣徒会活動におい
てそのスローガンを具現化し
ようとしてきた。

⽬指す⼦どもの姿

②授業内でできないか？
学校教育活動は、授業が⼤半を占めている。
その授業内で、もっと主体的に学習に取り組
める仕掛けを作れないだろうか？

個⼈のレベルは違えど、今の⾃分を知り、今の⾃分に何が必要で、
どんなことをすべきかを⾃分で考え判断し、⾏動に移していく⼈。

⾃⼰調整学習者の育成

「⾃⽴」した学習者の姿・・・

⾃由進度学習？？

「自治・自立」

・⾃分から学ぶ⼒・⾃分から考える⼒
・⾃分から調整する⼒・⾃分から⼯夫する⼒

・⾃分から振り返る⼒
⾃⼰調整学習者？



なぜ？どんな教育的意味があるの？

板書して、それを写している時間は？

議題のページに戻る

ノートは何のために使うの？

綺麗に写させるため？⼦どもの思考を整理するため？
新たな発想を促すため？

⼦ども⼀⼈ひとりの考えを、黒板に書か
せる意味は？

⽣徒を⼀列に並べて丸つけする意味は？

これまでの授業を⽴ち⽌
まって考えてみる必要あり





振り返りについて



振り返りについて



いきなり「⾃由に」できるとは思えない・・・という⽅に

全てを⾃由にすると逆に困惑する⼈がいるかもしれない。
３パターンくらい⽤意しておき、

⾃分で選ぶことから始めるのもいいかもしれない。



家庭学習への取り組み⽅の変容

取り組み後の変容をどこで⾒取るか

・単なる時間を無駄に使った写しの時間になっている

・誰のためでもない、提出するためのノート

・埋めるために計算を⼤きく４問など

本人にとって、意味のあることをさせたい→ノートオンリーで果たしていいのか？





家庭学習への取り組み⽅の変容

世⽥⾕区⽴芦花中学校さんの取組を参考にさせていただきました。

2年部では、毎朝家庭学習のリフレクションを付けさせ⾃分の取組を記録しています。⽉に2回ほど教
員と⽣徒で⾯談をし、このリフレクションをもとに学習の進め⽅や効果などを話し合い、試⾏錯誤を
させています。学ぶことの意味をしっかりと考えさせ、意味のある時間を創り出す、そして⾃⽴した
学習者になるための取組です。











東京学芸⼤学附属⼩⾦井⼩学校 佐藤牧⼦養護教諭の講演から



東京学芸⼤学附属⼩⾦井⼩学校 鈴⽊秀樹教諭の講演から



東京学芸⼤学附属⼩⾦井⼩学校 鈴⽊秀樹教諭の講演から



LDXS講演会＆研修会アンケートから



LDXS講演会＆研修会アンケートから



LDXS講演会＆研修会アンケートから

今後は、本地区で⾏った取組を⼤仙市や秋⽥県内に横展開していく。引き続き、ICTによる業務改善に取
り組み、⽣徒も教員もより創造的に学校⽣活を過ごせるようにしていきたいと思います。
何かご不明な点がありましたら、中仙中学校へご連絡ください。
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